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発 音 と 聴 解 の 指 導
一 上級 セベルでの問題点一
川 口 義 一
0は じ め に一 研 修 「発音 法 」 につ い て
本 稿 は,1982年 度 お よび83年 度 に筆 者 が担 当 した,早 稲 田大 学 語 学 教
育 研 究 所 目本語 専修 課 程 の研 修 「発 音 法 」 講 座 の教 授 経 験 か ら,上 級 レベ
ル に お け る発 音 と聴 解指 導上 の間 題 点 を指 摘 した も ので あ る.
は じめ に,研 修 「発 音 法 」 の講 座 にっ いて 略 述 して お く。,1982年 度 の研
修r発 音 法 」(以 下r研82」 と略 記 〉 は,週1回(1時 問 半)で 年 聞24回,
1983年 度 の 同講 座(以 下 「研83」 と略 記)は,週1回 で23回 行 った 。 「発
音 法 」 とい う名 称 で は あ るが,目 本 語 につ い て の高,度な知 識 を身 にっ け る
こ とを主 眼 と した 講 座 で あ るた め と,受 講 学 生 数 炉多 い(研82;前 期25
名 ・後 期18名,研83=前 瑚22名 ・後 期24名 〉た め,学 生個 々人 の癸 音
矯 正 ・・聴解 指 導 が十 分 で きず 「日本 語 音 声 学 概 説 」 の色 彩 が強 くな って し
ま っ た の は若 干 心 残 りで あ る。
研82も 研83も,授 業 の進 め方 に は変 わ りが な い。 教 材 に は,市 販 の発
音 練 習用 のテ ー プ1)を 筆者 が 編集 した もの,お よび 筆 者 が独 自に録 音 して
集 めた音 声 教材2}を 使 い,発 音 と聴 解 の練 習 を平 行 して行 った。 発 音 練 習
は,日 本 語 の各音 素 の調 音 の しか た,ア クセ ン ト ・イ ン トネー シ ョン ・プ
・ ミネ ン ス にお け る音 高 や 音調 の変 化 な どにっ い て 毎 回 一 項 目ず っ解 説 を
加 えた あ と,テ ー プ教 材 を ク ラス全 員 に 聞 か せ て 発 音 の練 習 をす る もの で
ユ)「 参考文献 ・教材」 の項参照。
2)公 共放送 ・演説 ・式典 でのあい さつな どを現揚 で録音 した もの。
一37一
あ る。 聴解 は,ク ラス 内練 習 と ク ラ ス外 練 習 に分 け て行 っ た。 ク ラ ス 内練
習 は,テ ー プ教 材 の短 文 を聞 き と らせ る もので ある が ・ これ は 聞 き取 マ た
文 を 口答 で再 生 させ て,発 音 を チ ェ ックす る練 習 で も あ る。 ク ラ ス外練 習
は宿題 で あ り,水 谷1979の 聴 解 教 材3)(以 下 「ACP」 と略 記)のPARTII
(1～13ま で は"infomla1"の 形 式)を 録 音 した テ ー プ を学 生 に借 し出 し,
テ ー プ の 内容 を,発 音 され て い る とお 切 こ文 字 表 記 で再 生 させ る もので あ
る。 こ の宿 題 は随 時提 出 させ,一 度 チ ェ ッ ク した後 ・ 聞 違 った 部 分 を も う
一 度書 き直 させ て提 出 させ る。 二 度 目で も問違 った部 分 は・ 記 録 に取 っ て
お く。
この 講座 は,前 ・後 期 と も聴 解 と発 音 につ い てテ ス トを行 う。 聴 解 は・
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1発 音 上 の 問 題 点
研82・ 研83の テ ス ト ・宿 題 の分 析 結 果 か ら,ま ず 発 音 上 の問 題 点 を見
て み よ う。 資 料 として,研82・ 研83の 前 瑚 朗 読 テ ス ト4)用 テ ー プ を使 用
す る。 そ れ ぞ れ,筆 者 が練 習用 テ ー プ を一 度 チ ェ ック し,誤 りを指 摘 した
あ との もの で あ るp
1-1共 通 の問 題 点
研82・ 研83の 朗 読 テ ー プ で,学 生9発 音 が 「日本 語 と して相 当程 度 不
自然 で あ る」 と筆者 が感 じた とこ ろ を分 析 して み る と,次 の3点 が正 し く
実現 され て い な い こ とが多 い。
1)拍 を単位 とす る リ ズム の把 握1特 に,長 音(長 母 音 の後 半 部〉・棲
音 ・促 音 を一 拍 と して 把握 す る こ と
2〉.自 然 な 東 京 方言 の ア ク セ ン ト:特 に,音 節 全 体 のア クセ ン ト
3)下 降調 の イ ン トネ ー シ ョン に伴 う文 末 の声 の弛 緩51
こ のほ か に も,も ち ろん単 独 の音 素 の発 音 で 正 確 で な い もの も数 多 く見 出
され る。 特 に,[uTl・[N]・ 団 ・[F]な ど に不 正 確 な 発 音 が多 い。 しか し,
単音 の発 音 が 不 自然 で あ って も・ 正 し い拍 の リズ ム ・正 しい ア ク セ ン ト ・
自然 な イ ン トネ ー シ ョ ンで 朗 読 され た も の は,単 音 の 不 自然 さが 目立 た な
い。 し た が って,上 記 の3点 は,発 音 指 導 の上 で 重要 な 要 素 にな る は ず で
あ る。 以 下,そ れ ぞ れ の 点 につ い て,解 説 を加 え て お く。
まず1)の 点 で あ るが,研82・83の 学 生 の場 合,拍 感 覚 の欠 如 が感 じ ら
れ る の は朗 読 原 稿 中 の 「奇数 号車 」・「20時 」 な どの漢 語 語 彙 の発 音 にっ い
て で あ る。 こ の種 の誤 りが多 いの は 中 国語 を母 語 とす る学 生 で あ る が,彼
等 は 「京 都 」 の よ うな 既 習 語 彙 ある い は 「ご め ん ど う で も」 の よ うな 平
仮 名 表 記 の語 彙 の長 音 は正 しく発 音 して い る。 この こ とか ら,「 奇 数 号 車 」
4)本 稿 を書いてい る時点で は,83年 度研究講座 の後期 試験は完 了 していない。
5)本 稿 における 「弛緩」 と 「緊張」 とい う概念 につい ては,「参考文献 ・論文」
の項 のROBERGE1979第II部 参照。
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[20時 」 な どの長 音 部 の拍 が不.自然 な の は ,そ れ ぞれ の単 語 ボ 「奇 ・数 ・
号 ・車 」「二 ・十 ・時 」の よ うに 中国 語 的 に音 節化 され て と ら え られ て い る
た めで あ ろ う と思 わ れ る。 こ の こ とは,母 語 の音 韻体 系 と と もに,そ の表
記 体系 と音 韻 体 系 の対 応 も,外 国語 の発 音 の 習 得 に対 す る障 害 とな るこ と
を示 して い る。
2)の ア ク セ ン トも 日本 語 と して の 「自然 さ」 を出 す 要 素 と して重 要 で
あ る。 ア ク セ ン トの教 育 とい う と 「橋 」 と 「箸 」 の対 立 の よ うに単 語 レベ
ル の弁 別 を す る練 習 に終 わ りが ち だが ・そ れ で は不 十 分 で あ る・,.たとえば ・
朗 読原 稿 に ある 「これ か ら先 の停 車 駅 」 とい う部 分 を[コ ヒカ ラサ キ ノ テ
」 シ ゼ エ キ1と い うア ク セ ン トで読 んで し ま う学 生 が 非 常 に多 いが,こ れ
は,ア ク セ ン トの 「語 と語 の 切 れ 目を示 す 」 と.いう機 能 が十 分 習 得 され て
い ない こ と を表 す もの で あ る。模 範 テ ー プ を聞 い て よ くア ク セ ン トを まね
て いる と 思 われ る 学 生 で.も 同 じ誤 りを.犯す の は 興 味深 い。 これ は 「今 か
ら」 とい う意 味 のr乙 れ か ら」 を過 去 に何 度 も聞 い て い て,そ の ア クセ ン
トを 「これ か ら先 の」 の 「これ か ら」 に あ て は め て しま っ た も の と思 わ れ
る。 これ も,ア クセ ン トに よ る意 味 的 ま とま りを見 落 した例 で あ る。 こ の
例 の よ うに,ア クセ ン トの 習 得 は,学 生 の母 語 か らの二F渉の ほ か に・ 慶 習
の 日本 謡知 識 か らの千 渉 とい う面 も見 られ る.
目3)の 点 は,具 体 的 にい えば 次 の よ うな こ とで あ る。 朗 読 原 稿 の 「ひ か ウ
号 で ご ざい ます 」「19時37分 の到 着 で す 」な どに お け る 「ます 」「です 」 の
部分 をそ れ ぞれ[マ ッス1[デ ッ ス1の よ うに 発 音 す る学 生 が 多 い。 「ま す 」
「で す」'を単 独 で発 音 す る 時 に は 現 れ ない誤 りで あ る。 文 末 に こ の よ うな
促 音化 が お こ る学 生 の 朗 読 は,全 体 に 緊 張 して い て,目そ の 緊張 が下 降 調 の
イ ン トネ ー シ ョン の最 後 まで 続 いて い る。こ うい う学 生 に は,文 末 の 「す 」
とそ の直 前 の音 節 との間 で 緊張 を 弱 め,「 す 」 を消 え る よ うな語 調 で 読 む
よ うに指 導 す る と,こ の種 の不 自然 さ は除 か れ る。 朗 読 の課 題 は,新 幹 線
の 車 内放 送 で あ る が,こ の種 の伝 達 形 式 はそ れ を特徴 づ け るイ ン トネ ー シ
ョン と声 の 緊張 の変 化 を持 つ 。単 音 の発 音 の 正 確 さの み を追 求 して ・ この
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音 調 の流 れ を無視 す る こ とは,音 声 に よ る 自然 な 巨本 語 の再 生 を妨 げ,そ
れ ま で の 「自然 さ」 を ご破 算 に して しま う もの な ので あ る6}。
1-2母 語 別 の 問 題
前 節 で は,研82・ 研83あ 学生 に 共通 の誤 りを検 討 して み た 。 ど の誤 り
も単 独 の音 素 の発 音 の誤 り とい う よ 郵,文 全体 め語 調 や 音 尚 の 変化,い わ
ゆ る プ ロソ デ ィー に関 す る誤 りで あ る.一 方,音 素 レベ ル の 発 音 にお け る
誤 りは,全 員 に共 通 した誤 りを見 る よ りも,学 生 の母語 別 に見 た 方 が誤 り
の性 格 ボ と らえや す い。
中国 語 を母 語 とす る学 生 グ ルー プ(台 湾 ・中 国 ・香 港 出身 者)の 発 音 す る
」 蒔 ～分 」 の 「分(プ ン)」 は,[プ ウ ェヌ]の よ うに 聞 こ え る もの が 多 い 。
[p田N]を[pun]と 禿 音 して しま う学 生 は・ 研 修 ク ラ スの 中で も非 常 に 多
い が,[U]と[n]の 問 に わ た り音 が 聞 とえ・る の は との グ ル ー プ だ けで あ る。
それ は,同 じ[加n]で も他 の母 音 グル ー プ で は[u]の 円 唇 性 を残 した ま ま
[h]を 調 音 す る の に対 し,中 国語 の[unlは[n]の 調 音 の前 に唇 の端 を 引 き
締 め る か らで あ る。 一 方,同 じ 「一 時 一 分 」 で も[F田 因]の ほ うは,中 国
語 に[fun]と い う音 節 が存 在 しな いた め1同 様 の不 自然 さは 生 じ な い。 し
た が っ て,研 修 ク ラ ス の 中国 入学 生 に対 して は,[P-Nl(Pを 「破 裂 音 」 と
置 き か えて も よ い か も しれ な い)と い う環 境 に あ る[田]音 は,.[N]そ の も
の の発 音 とあわ せ て 注 意 深 く教 え られ る必 要 が あ ろ う。 こ の ほ か に,「 到
着 時刻 」 の[d詞 を[t∫ilの よう に発 音 した韓 国語 グ ル ー プ の誤 り,「 ご連
絡`の[上alを[da]や[na]の よ う仁発 音 し た広 東 語 グル ー プ(中 国 広 東
省 ・香 港 出 身 者 〉の 誤 りな ど も,特 定 の環 魔 に お い て現 れ や す い誤 りと い
える.他 の環 境 で 同 じ誤 りを犯 す学 生 は少 な い か らで あ る 。 この よ うに研
修 レベ ル の学 生 の母 語 別 に,特 定 の環 鏡 に あ る特 定 の音 系 の発 音 の誤 りを
6)母 国語 と日本語 の通訳 を行 う外 国人通訳 の 日本語 に も・このr不 自然な緊張」
が感 じられるこ とがある。 専門的な訓練 の場 合で も見落 されや すい問題 であ るよ う
だ。
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抽 出 して い けば,そ れ を 当該母 語 グル ー プ の学 習 者 に と って 「最 後 まで 難
しい発音 」 と して 指 導 上 の 目安 に す る こ とが で き る もの と思 われ る。 こ の
問 題 は,資 料 を さ らに多 く集 め て考 察 して み た い。
母語 別 の学 生 グル ー プ の 朗 読 資 料 か ら分 か る も うひ とっ の こ とは,目r誤
りの多 くは 緊 張 に 関係 して い る」 とい うこ とで あ る,た とえば,中 国語 の
二 重母 音 は開 口 が広 い の で緊 張 が少 ない 。 一 方,目 本 育 の母 音 連続 は,中
国語 の一 重 母 音 に比 べ て緊 張 が強 い 。 中国 語 グル ー プ の学 生 が 「～ て下 さ
い 」 を[～ テ ク ダサ ェ]・ 地 名 の 「相 生 」 を[ア ェオ ェ]の よ うに発 音 す る
の は,日 本 語 の母 音 連 続 を 中国 語 の 二 重 母 音 の よ う に緊 張 の少 な い発 音 で
発 音 す る た め で あ る。 また ・ 韓 国 語 グル ー プ の[dz]を[d31と 発 音 す る誤
り臨 「ご ざい ま す」 の[dz]の よ うに あ と に[ai]と い う母 音 連 続 が続 い て
い る音 節 で あ り,逆 に少 ない のは,「 いず れ 」「くず もの」 の[也]の よ う に
母 音 連 続[ai]よ り も緊 張 の強 い 母音 が続 い て い る音 節 で あ る もの,音 素 問
の緊 張 関係 を表 した もの で ある。 、した が って,韓 国人 学 生 に[dz]の 発 音
を習得 させ るた め には 江dza]よ り も[dzu三]か ら始 め る ほ うが よい とい う
こ とに な ろ う。 この よ うに して,各 国 語 グル ー プ の学 習者 のた め に,音 素
問 の緊 張 の最 適 な組 み合 わせ を持 つ 発 音 教 材 を作 る こ と も今 後 の課 題 に な
ろ う。
2聴 解上の問題点
続いて,聴 解上の問題点を検討 してみよう。資料 として研82一研83の 前
期聴解テストと聴解の宿題の結果を使用する。
2-1共 通 の問 題 点
研82・ 研83の 前 期 テ ス トを受 け た学 生 中,5割 以 上 の者 が 正 し く聞 き
取 れ な か った音 連 続 を整 理 してみ る と,次 の よ うに な る。
1)促 音 の連 続=茶 碇 が お こた か らお っ こ った とい って怒 っ た
お こ た → オ コ ッタ
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お っ こ った → オ コ ッ タ
(平仮 名 は問 題 ・片 仮 名 は誤 答 以 下 同 じ)
2)無 声 化 音 節 の連 続:少 し しか して き ませ ん。
して き ませ ん → デキ マ セ ン目
3〉 一 方 が無 声 化 した 同 じ母 音 の連 続=「 王 」 って言 い ます,
言 い ます → イ マ ス
4)母 音 の直前 の[N];単 位 の こ とで す。
単 位 の → タ ンイ ンノ
5〉 語頭 の[rl;連 中 は き らい です ・
連 中 → デ ンチ ュ ウ
6)[η]を 含 む音 節 の前 後=… 鵜 飼 の か が り火 が_,、
か が り火 が → カ ガ リ ビ ンガ ・カガ ニ ビ ン ガ ・カ ガ ビ ビ ンガ ・カ ガ.ビ
ジ ン ガ ・カガ リ リガ ・カガ リギ ガ ・カガ リニ ガ ・カ ガ ビ ビガ ・カガ
ラ ギ ガ ・目カガ ユ ビガ ・カガ ギ ニ ガ ・カガ ギ リハ ・カ ガ リガ
これ を見 る と,促 音 ・無 声 化 音 節 ・鼻 音 性 の子 音([N]と[gl)な どが 聴 解
上 の問 題 点 にな る こ と力扮 か る、 た だ し,そ れ ぞ れ の聴 解 上 の 困難 さは,
少 しず っ 異 な る性 格 を持 って い る もの と思 われ る。
促 音 が正 し く聞 き取 れ な い の は,目拍感 覚 が欠 如 して い るた めで あ る。 研
82の 後 期 テ ス トに お い て も 「言 った って った つて」 を くイ ツ タ ツテ タ ツ
テ ・イ ッ タ ッテ ダ ッテ ・イ ッタテ ダ ッテ ・イ ッ タテ タテ ・イ ッ タテ ダ テ ・
イ ッ トッテ ダ ッテ ・イ ッ トッテイ ッタ ッテ ・イ ッテ テ カ ッテ ・イ ッパ ッテ
タ ッテ>な ど と 書 いた 学 生 が7割 を 占 め てい る。 前 述1〉 の 「お っ こ っ
た」 も,こ の 「言 った っ て っ た って 」 も,す べ て の促 音 が 聞 き取 れ な い の
で は な く,前 者 は最 初 の,後 者 は2番 目 と3番 目の促 音 が 聞 き取 れ な い の
で あ る。 そ して,そ れ ぞ れ の促 音 の位 置 は,ア クセ ン トの高 低 の 変 わ り目
と一 致 す るか そ の直 後 の もので あ る.こ の こ とか ら,ア クセ ン ト核 の位 置
をふ くめて,促 音 の聞 こ え に くい環 境 を調 査 して み る必 要 が あ る もの と思
わ れ る。
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無 声 化 した母 音 音 節 は,聴 取 そ の も の が困 難 で あ る.上 記3)の 「言 い
ま す」 は,研83の テ ス トに見学 者 と して参 加 した 目本 人 大 学 院生 も 〈イ
マ ス>と 聞 い た ほ どで あ る。2)の 問 題 で は 「少 し しか」 を くス ゴ シ カ>と
閣 い た学 生 もい る が,こ ち らは 「して き ませ ん」 を くデ キ マ セ ン 〉 と した
学 生 よ9ず っ と少 な い。 こ こか ら,無 声化 音 節 は,い つ も聞 き取 れ な い の
で は な く,そ の音 節 の あ る特 定 の環 境 や,母 音 が 無 声化 した あ と残 され た
子 音 の音 の相 対 的 な強 弱 な どに影 響 され て 聞 き取 りに く くな っ て い る と推
測 され る。 日本 人 の揚 合,無 声化 音 節 を も と の音 節 に復 元 して 聞 く拠 り ど
こ ろ は,ア ク セ ン トや 拍感 覚 で あ るか ら,聴 解 の た め に もア ク セ ン ト感 や
拍 感 覚 を習 得 させ る こ とは重 要 で あ る。
鼻 音 性 の 音 素 に関 す る問題 で 特 に 注 目す べ き ば,ガ 行 鼻 濁 音 的]で あ
る.。ま ず,・こ の[項 音 は,鼻 音 の響 きが そ れ ほ ど強 一くな い の キ 聞 き とれ な
い とい う問 題 があ る。 研82・ 研83の 宿 題 の結 果 の うち,「 お急 ぎ で」 を
〈オ イ ソ イ デ>,「 電 気 器 具 」 を 〈デ ンキ ヒ ン>な ど とす る誤 わが これ で あ
る。一 方[項 の鼻 音 性 を聞 き過 ぎて,余 計 な 「ん」を表 記 に移 す 場 合 もあ
る。6)の 誤 答 の 中 で,「 か が り火 が」 を 〈カ ガ リビ ン ガ>と 書 い た学 生 の
例 が これ に あ た る。 宿 題 の偏 で,「 十 日 ぐち い」 を 〈 トオ カ ン グ ライ>と
書 い て あ る の も同様 で あ る。前 者 で は[qa]の 直 前 が[b圭],後 者 で は 的UI]
の直 前 が[ka]で あ る と こ ろか ら,狭 母 音 と広 母 音 の 間 とい う環 境 が,学 生
に余 分 の 「ん」 を 聞 かせ て しま うの で は ない か と推 測 され る。 「か が り火 」
の[りa]は 正 し く表 記 に移 され て い るか らで あ る,[切 が 聞 こえ な い場 合 も
聞 こえす ぎ る場 合 も,そ の環 境 を調 査 してお く必 要 が あ る。
2-2・語彙量 ・文法知識 と聴解力
目研修の学生の聴解テス トを分析 してみると,語 彙 ・文法などの既習知識
が聞き取る音を制限 していることが うかがえる。もとよりわれわれの聴覚
は,「音韻論的に有意昧な」音 しか識別 してくれない。外国語学習の揚合で
も,既 習の知識によって 「有意味な」部分だけを聞いてしまい,言 語音を
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純粋 に音 と して 聞 くこ とは少 な い。 上 級 以外 の語 学 的 蓄 積 の あ る研 修 の学
生 の 揚合 は な お さ ら 「意 味 が分 か る」 部 分 だけ を聞 く傾 向 が強 い。
た とえ ぱ,2)の 「して きませ ん 」を 〈デ キ マ セ ン〉 と聞 き取 る誤 りを見
て み よ う。 問 題 中 の無 声化 音 節[刷 が 聞 き取 れ な い揚 合 で も,次 の音 節 は
[telで あ って[de]で は ない 。 に もか か わ らず 〈デ キ マ セ ン 〉 と表 記 す る
学 生 び多 い の は,そ れ が理 解 可能 な意 味 を持 つ か らで あ る。 このテ ス トで
は全 体 に清 濁 を混 合 す る誤9が 少 な い の で,半 数 以 上 の学 生 が こ こだ け清
濁 を混合 して い る とは考 え に くい。1)の 「お こ た」「お っ こ っ た」が と も に
〈オ コ ッ タ>と 表 記 され る の も,拍 感 覚 の欠 如 に加 え て,〈 オ コ ッタ 〉 が
目「怒 った 」 「起 こ っ た」 とい う意 味 を生 じ るた めで は な い だ ろ うか
。
一 方
,同 じテ ス ト中 「持 ってて くだ さい」 を くモ ッテ イ ッテ クダ サ イ>
と書 き表 した学 生 は,「文 法 的 」に 正 しい形 式 に も ど して しま っ た誤 りで あ
る。 宿 題 で も 「い っ し ょ ん な っち ゃ う」 を くイ ッシ ョニ ～>,「 あ んで す 」
を くアル ン デ ス 〉 と書 い て しま う学 生 渉多 い。 会 話 体 に お け る 「縮 約 形 」
を習 得 して いれ ば,避 け られ る誤 りで あ る。
既 習 の知 識 か らで は 分解 で きな い音 連 続 で は・純 粋 に 音 の 聞 こ えか ら表
記 を判 断 せ ざる を得 な くな るため,誤 答 の種 類 も一 定 で は な くな る。「か が
り火 が」「言 った って った って 」の誤 答 で は,最 も多 い もの で も各3例 しか
な か った 。 「か 騨 り火Jと い う単 語,「 一 った っ七」 とい う形 式 の 意味 が 既
習 の知 識 か らで は構 成 で きな かっ た た め で あ る,
以 上 の こ とか ら,語 彙 の豊 富 さや会 話 体 に お け る 「縮 約 形 」 な どの 音 声
形 式 につ い て の正 確 な知 識 が,聴 解 力 を補 強 す る とい うこ とが 明 らか で あ
る。
3ま とめ一 発音 ・聴 解指 導上 の課 題
第1・2節 で指 摘 した 研 修 ク ラス の学 生 の 問 題 点 か ら,上 級 レベ ル で の
発 音 ・聴 解 の指 導 上,特 に留 意す べ き で あ る と思 われ る こ とを ま とめ て み
る と,次 の よ うにな ろ う。
}bヰ
○ 特定の母語を持つ学習者が特定の音素や音素連続の発音や穂解に困
難 を感 じるのは,そ れ らがどういう音声学的環境にあるときかを記述
して,指 導の参考 とすること。
○ 母音の無声化 ・ガ行鼻濁音 ・音節の縮約などについての知識 を与え
る.こと。
○ 正確な拍感覚を習得 させること,お よぴアクセントの高低 を意味の
まとまりと.して把握 させること。そのために,語 彙教育の分野でも発
音 ・聴解指導の要素を取 り入れること。.
○ イントネーション ・プロミネンスなどにおける自然な音調 の変化 を
聞き分 け,再 生できるようにさせる.こと。 これは・単音の指導に優先
すべきである。
筆者は,以 上の諸点を考慮にいれて,1983年 度担当の 中・・上級クラス
(G1ク テス)に 週1回 の 「聴解 クラス」を設 け・聴解の指導を行ってみた
が,こ れ らの点が研修 レベルの学生の指導ぱか りでなく,中 級から上級に
進むレベルの学生 の指導にとっても基本的な課題で あることが分かった。
また,こ れらの課題を解決するためには,え とえ聴解のクラスで あって
も,発 音 ・音声表現 ・語彙 ・表記の教育 を総合 した指導をすべきであるこ
と,聴 覚以外の感覚も利用することが効果的であること・個 々の練習を表
現上意味のある文脈や場面に還元 ・応用できるように指導する必要がある
ことなどを確信・した。このような経験 をさらに中級 ・初級 レベルで重ねて
いき,各 学習段階での発音 ・聴解指導の問題点の相異 ・指導方法の相異な
どを考察 し,さ らに初絃か ら上級にいたる一貫した発音1聴 解教育のプ・
グラムを確立することが,筆 者 を含め本語学教育研究所の日本語教育関係
者の課題 となるであろう。
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